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参 考 資 料 ４ 

令 和 ７ 年 ８ 月 ４ 日 

都市整備政策部都市デザイン課 

 

風景づくり計画の改定について 

 

１ 主旨 

 区は、区民の共有の財産である世田谷らしい風景を守り、育て、つくる「風

景づくり」を推進するため、平成２０年４月に「世田谷区風景づくり計画」を

策定した。その後、区民の風景づくり活動の充実や届出制度の拡大などにより、

地域特性に合わせたよりきめ細かな風景づくりを行うため、平成２７年４月に

改定している。 

計画改定から概ね１０年の計画期間が満了し、この間に改定された上位計画

との整合や社会状況の変化等に対応していくために、令和６年度より、学識経

験者及び区民が委員となる世田谷区風景づくり委員会での審議等において改定

に向けた検討を進めてきた。 

このたび、改定骨子のオープンハウスや風景づくり委員会での意見等を踏ま

え、世田谷区風景づくり計画改定の素案を取りまとめたので、景観法第９条第

８項にて準用する第２項の規定に基づき報告すると共にご意見を伺う。 

 

２ これまでの経緯  

令和６年 ７月 区政モニターアンケートの実施 

８月 風景づくり委員会（諮問：見直しの方向性） 

風景づくり委員会（骨子案たたき台） 

      １２月 風景づくり委員会（骨子案） 

 令和７年 ２月 骨子オープンハウス及び都市デザインフォーラムの開催 

       ５月 風景づくり委員会（素案のたたき台） 

６月 風景づくり委員会（素案） 

７月 東京都意見照会 

 

３ 改定骨子オープンハウス及び都市デザインフォーラムの開催 

  開催の概要や当日いただいた主なご意見は、別紙１「改定骨子オープンハウ

ス及び都市デザインフォーラムの開催報告」のとおり 

 

４ 世田谷区風景づくり計画改定（素案） 

別紙２「世田谷区風景づくり計画」（素案）（概要版）及び 

別紙３「世田谷区風景づくり計画」（素案）のとおり 

（１）見直しの主な視点 

 ・区民が「風景づくり」を身近に感じ、取り組める仕組みを整えます 

 ・街の未来を考えて、風景づくりの誘導を進化させます 

 ・地域の風景を先導する公共施設の風景づくりを更に推進します 
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（２）現在の計画からの主な変更点 

・全体構成の見直し（４部構成から３部構成とし章立ての見直し） 

・社会状況等の変化に伴う取組みの姿勢の追加（「ウォーカブル」等） 

・区民主体の風景づくりに関する記載の充実（支援と普及啓発等） 

・社会状況等の変化を踏まえた風景づくりの基準の追加（バルコニー手摺等） 

・公共施設における風景づくりの記載の充実（「ガイドライン」の作成等） 

・計画の検証・評価の記載の充実（検証評価方法と評価指標の記載） 

 

５ 子ども向けアンケートの実施（予定）  

（１） 実施時期 ７月～８月（夏休み期間中） 

（２） 調査対象 小学生～高校生 

（３） 実施方法 ①ふるさと区民まつり来場者へのアンケート調査 

      ②児童館来館者へのアンケート調査（調整中） 

      ③中央図書館展示実施時のアンケート調査 

      ④Logo フォームを活用したアンケート調査 

（４） 内  容 自分の好きな場所や理由、実施してほしいイベントなど 

（５） フィードバック 風景づくり計画に子どもが考える「風景」や「風景づくり」を

掲載する。また、子ども向け冊子を作成し、公表・活用する。 

 

６ 今後のスケジュール（予定） 

 令和７年 ７月 子ども向けアンケート（～８月） 

       ９月 素案公表 

区民意見募集の実施 

素案オープンハウス及び都市デザインフォーラムの開催 

      １１月 風景づくり委員会（案の答申） 

  令和８年 ３月 風景づくり計画改定 
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別紙１ 

 

改定骨子オープンハウス及び都市デザインフォーラムの開催報告 

 

 風景づくり計画改定骨子の内容を説明するオ－プンハウスと、風景づくりの普

及啓発を目的とした都市デザインフォーラムを開催しました。 

 

１．風景づくり計画改定骨子オープンハウス 

「あれも！これも！？世田谷の風景」をテーマに、オープンハウスを開催し、

改定骨子を説明してご意見をいただきました。 

（１）開催期間 令和７年２月２１日（金）１３：００～１９：００ 

               ２２日（土）１０：００～１９：００ 

（２）会  場 三茶しゃれなあどホール（三軒茶屋１－４１－１０） 

（３）参加人数 ５２人 

（４）内  容 「風景づくり計画」改定骨子のパネル展示説明、風景ミニイ

ベント（子ども向けの風景まちづくり工作体験、「あれも！

これも！？風景づくりの木」作成、せたがや風景デジタルス

タンプラリー等） 

（５）いただいた主なご意見 

① 風景づくりへの理解 

・風景づくりに色々と取り組まれていることを初めて知った。 

・区内の風景づくりに一人ひとりの住民が参加意識を持つことが大切。 

・住民への計画の周知方法は難しいと思う。構成の変更で手に取りやすい

ものになったらと思う。 

② 自らの取組み 

・日常生活で自然と風景づくりに参加しているのかもと感じ、これから美

しい街となるようもっと意識を持とうと思った。 

・風景づくりに住民はどのように関われば良いか知りたい。 

③ 区の風景づくり 

・教育現場に協力してもらって、子どもの頃から風景づくりに自分が関わ

ったと意識づけられるような仕組みを作ってほしい。 

・世田谷区の風景をこれからの世代に残していけるように保全をお願いし

たい。 

・今回の改定骨子では、地域風景資産に関する内容が非常に少ない点が残

念。「登録」も含めて位置づけを明確にする必要があると考える。 

④ 具体的な基準 

・街並みの調和を考えると外壁などの色彩の規制が必要と考えるが、過度

な規制には考慮の余地がある。 

・夜間景観の考え方が必要ではないか。 

 

futamim
フリーテキスト
 別紙１
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２．都市デザインフォーラム２０２５ 

「風景を楽しんで暮らしをもっと豊かに」をテーマに、参加者に風景づくりを

より身近に感じてもらえるようなプログラムで開催しました。 

（１）開催日時 令和７年２月２２日（土）１０：００～１２：００ 

（２）会  場 オープンハウスと同会場にて同時開催 

（３）参加人数 ２２人 

（４）内  容 ・専門家（佐野雄二氏（株）アルテップ）による講和 

・登壇者（奥沢地誌保存会染野氏、昭和女子大学鶴田ゼミ

３年生のみなさん、世田谷コミュニティ財団千葉晋也

氏）による風景づくり活動の紹介 

・クロストーク 

 

 

風景ミニイベントの様子 パネル展示説明の様子 

当日の様子１ 当日の様子２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷区風景づくり計画 

改定素案 

 

 

 

 

 

 

令和 8年（２０２６年）4月 

世田谷区 

（令和 7年（2025年）8月） 

20250804 都市計画審議会 

レイアウトや体裁などについては 

「案」作成の際に整えます 

赤文字は、現在の計画から 

追加・修正した主な箇所です 

futamim
フリーテキスト
 別紙３
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令和 8年（２０２６年）3月 世田谷区長 保坂展人 
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風景づくり計画の構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
風 景  

風土と文化や歴史の表れ。生活する

人々によって創造され、受け継がれて

きたもの。そこに生活する人々の貴重

な共有の財産。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

地域の個性を活かし 協働でまちの魅力を高める  

世田谷の風景づくり 
 

区民・事業者・区の協働で風景づくりに取り組む 

次世代に向けて愛着と誇りを持てるような風景づくりを進める 

自然や歴史的・文化的遺産を継承し新たな都市の風景を創造していく 

 

風景づくりの理念 

取組みの基本姿勢 

第１章 計画の主旨 

風景づくり  

地域の個性あふ

れる世田谷らしい

風景を守り 、育

て、つくること。 

第３章 風景づくりの理念・方向性  

Ⅰ
．
風
景
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方 

理念・基本姿勢・方向性に基づき取り組む 

 

○区民主体の風景づくりの推進 
・地域風景資産 

・界わい宣言 

・界わい形成地区の指定 

・風景づくり活動団体の登録・支援 

○風景づくりの普及・啓発 
・普及啓発冊子の発行 

・セミナーやフォーラムの開催 

・体験型イベントの開催 

・景観教育の実施 

・SＮＳをはじめとしたデジタル・メディア

の活用等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章  区民主体の 

風景づくり 

区民が中心となる風景づくり 

第５章 建設行為等における 

風景づくり  

Ⅱ
．
風
景
づ
く
り
の
取
組
み 

多様な主体や関係団体との協働・調整・連携により取組みを推進する 

○協働による風景づくりの推進体制 
・多様な主体による協働・連携  ・世田谷区風景づくり委員会による調査・審議 

・せたがや風景デザイナーを活用した指導・誘導 

・関連機関との調整・連携  ・庁内関係所管との調整・連携 

 

 

第９章 協働による風景づくりの推進体制 Ⅲ
．
風
景
づ
く
り 

の
推
進
体
制 

４ 

・維持管理 ・グリーンインフラ ・ウォーカブル ・防災復興 

・ウェルビーイング ・次世代へ向けて 

 

今後の取組みに向けたキーワード 

○建設行為等の計画をする前に 

○建設行為等における 
風景づくりの誘導／ 
方針・基準／届出 景観法 
・一般地域 

（低層住宅系、住宅共存系、商業系ゾーン） 

・風景づくり重点区域 

（水と緑の風景軸、界わい形成地区） 

・風景特性基準 

・事前調整会議を活用した誘導 
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第２章 世田谷の風景特性  

地形 
みどり 

みず 

地域の 

歴史・文化 
住宅地 農 にぎわい みち 鉄道 

地域の個性を 

活かす  

風景づくりの 

方向性 

自然 
（地形、みどりみず） 

地形を尊重し、 

みどりやみずの 

風景を守り育てる 

歴史・文化 
（地域の歴史・文化、住宅地、農）  

地域の歴史や文化の 

特性を引き出し､ 

風景づくりに活かす 

にぎわい 
（にぎわい、みち、鉄道） 

活力や交流が生まれ、 
親しみのある 

にぎわいの風景をつくる 

協働でまちの魅力を高める 

風景づくりの方向性 

・多様な主体の参加と協働による風景づくりの推進 

・区民主体の風景づくりの推進 

主に区や事業者が中心となる風景づくり 

○公共施設の整備に関する指針 

○「風景づくりのガイドライン
（公共施設編）」に基づく整
備等 

○景観重要公共施設に関する
事項 景観法 
・成城の富士見橋及び不動橋 

・上野毛の富士見橋 

・岡本の富士見坂  

・多摩川の河川区域 

○屋外広告物の表示に関する基
本事項 景観法 

○「風景づくりのガイドライン
（屋外広告物編）」による 
屋外広告物の誘導 

○協議制度による屋外広告物の
誘導 
特定区域（環状７・８号線沿道）での

屋外広告物の表示等の協議制度 

○景観法に基づく制度の活用 
・景観重要建造物 

・景観重要樹木 

・景観地区 

・景観協定 

・景観整備機構 

○他の法令等に基づく 
制度の活用 
・地区計画、建築協定、 

緑地協定など 

第６章 屋外広告物における 

風景づくり  

第７章 公共施設における 

風景づくり  
 

第８章 様々な制度を活用した
風景づくり  

    

 

  

○計画の検証・評価 

・計画の検証・評価と見直し 

・基本理念の評価指標 

景観法 

５ 
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１．『風景』と『風景づくり』 ....................................... 1- 

 

 ２．計画策定の背景と目的 ...................................... 1- 

 
 ３．本計画の構成 ................................................... 1- 

（１）風景づくり計画の位置づけ 

（２）計画の全体構成 

（３）計画の期間 

（４）対象区域 

 

 ４．風景づくりのあゆみ .......................................... 1- 

 

 

第１章は、計画の主旨として本計画の全体的な枠組みを示します。ま

ず、「風景」「風景づくり」の言葉の定義を確認し、本計画策定の背景と

目的を明らかにします。また、本計画の位置づけや計画の全体構成な

どを示すとともに、これまでの世田谷における風景づくりの取組みを

整理します。 

 

 

 

計画の主旨  第１章  
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１．『風景』と『風景づくり』                              

世田谷区では、景観法の目的である良好な景観の形成を進めていくにあたり、「景観」ではなく「風

景」という言葉を使用しています。「風景」は、目に見える景色だけではなく、そこに生活する人々がつく

りだすものであり、暮らしや営みなどの積み重ねによるという、これまで世田谷区で進めてきた街づくり

の取り組みや議論を経る中で得られた考え方によるものです。 

このことを踏まえ、本計画において「風景」および「風景づくり」を以下のように定義します。 

 

 

「風景」とは、風土と文化や歴史の表れであり、そこに生

活する人々によって創造され、受け継がれてきたものです。

それゆえ風景は、そこに生活する人々のまちへの愛着を深

め、地域の個性や価値観を形成するものであり、そこに生

活する人々の貴重な共有の財産です。 

 

「風景づくり」とは、地域の個性あふれる世田谷らしい風

景を、守り、育て、つくることです。 

こうした風景づくりに取り組むことにより、みどりとみずに

恵まれた良好な住宅都市として魅力や質をさらに高めてい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史ある資源を守ること、建築物の建築、庭先の草木を育てることや地域の祭りの継承な

ど、日常の暮らしの中の何気ないひとつひとつの行動が風景づくりに繋がっています。 

 

 

『風景』とは 

『風景づくり』とは 

写真は、見た目の景色だけではなく、

祭りや日々の営みなど、活動の様子

などのものも入れる。 

＊この計画における「みどり」は、「世田谷区みどりの基本計画 2018年度～2027年度」にて 

示す「みどり」の対象とは異なります。 

＊ 
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※こちらの鳥瞰図はラフスケッチです。 

案の作成の際に清書します。 

地域の個性を活かし  協働でまちの魅力を高める 
 

 

                         

  
■風景づくりにつながる行動 

 

                         

  

「窓辺に花を飾る」、「敷地周りを掃除する」「地域の祭りに参加する」「周辺と調和した建物をつくる」

など、日常の暮らしの中の何気ないひとつひとつの行動が、風景づくりにつながっています。 

 

 

                         

  
まわりのみどりが映える 

色使いの建物にする 

窓辺に 

草花を飾る 

古いブロック塀を 

生垣に替える 

身近な風景を守り育てる 

活動を行う 
※国分寺崖線のみどりの保全など 

自然の風景を 

楽しむ 

地域で大切にされている

樹木や建物を保存する 

地域のお祭りに 

参加する 

敷地まわりを 

掃除する 

ガーデニングを

楽しむ 

 第５章 

 第４章 

 第８章 



1-6 

 

 

 

 

 

世田谷の風景づくり 

 
 

 

 

区民、事業者、町内会・自治会・NPO、大学・学校・保育園、行政など、世田谷に関わるあらゆる主体が、

日々の暮らしの中で、風景づくりを意識して取り組むことで、地域の個性を活かした世田谷のまちの魅

力を高めていきます。 

 

                         

  

風景を楽しむイベントに参加する 
※まち歩きなど 

きれいに 

駐輪する 

まちなかに 

くつろげる場をつくる 

広場のマルシェに 

参加する 

街並みとのつながりを 

感じられる公共施設をつくる 

電車からの 

風景を楽しむ 

街並みに調和した 

看板をつくる 

周辺の風景と調和した 

建物を計画する 

ゴミを拾う 

 第５章 

 第６章 

 第４章 

 第７章 

子どもたちが

元気に遊ぶ 

身近な風景を 

守り育てる 

活動を行う 
※花壇づくりなど 

 第４章 
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２．計画策定の背景と目的                                

 

世田谷区は武蔵野台地の西南部に位置し、江戸や東京都心の近郊として発展してきました。その風

景は豊かなみどりとみずや変化に富んだ地形に各時代の人々の生活が積み重なってできてきたもので

す。 

昭和５０年（１９７５年）以降、様々な機会を通して区民や事業者の参画により風景づくりを進めると共

に、都市デザインの先進自治体として公共事業と民間建築が連携し、快適で特色のある住宅都市の風

景を形成してきました。平成１１年（１９９９年）３月には「風景づくり条例」を施行し、建設行為の指導誘導

の他、区民の主体的な風景づくりを推進する仕組みである「地域風景資産の選定」や「界わい宣言の登

録」といった、区民、事業者、区が協働で風景づくりを推進する意義や仕組みを位置づけました。 

このような風景づくりの取り組みを進める中「景観法」（平成１６年６月１８日法律第１１０号）の制定によ

り、地方自治体によって法を根拠とした景観形成の推進が可能となりました。 

区ではこれまでの取り組みをさらに推進していくために、平成１９年１２月に東京都の区市町村では初

の景観行政団体となり「風景づくり計画」を策定し、平成２０年４月より運用を行ってきました。 

平成２７年（２０１５年）４月には、計画の改定を行い、風景特性の再整理や風景づくりの理念・方向性

を明らかにするとともに、建設行為等における風景づくりについては、一般地域を細分化し、風景特性

基準の設定、公共施設や屋外広告物に関する事項の規定など、きめ細かい風景づくりを進めてきまし

た。 

この度、概ね１０年の計画期間が満了することから、令和６年（２０２４年）度に改定された世田谷区基

本計画や令和７年（２０２５年）度に改定された世田谷区都市整備方針の第２部「地域整備方針」などの

上位計画との整合性や社会状況の変化への対応などを踏まえ、以下の３つの視点のものと見直しを行

いました。 

１． 区民が「風景づくり」を身近に感じ、取り組める仕組みを整えます。 

２． 街の未来を考えて、風景づくりの誘導を進化させます。 

３． 地域の風景を先導する公共施設の風景づくりをさらに推進します。 

今回の改定により、区の風景づくりへの理解がさらに深まるととともに、本計画の各取組みを総合的

に運用することにより、世田谷の風景の魅力をさらに高めることを目指します。 
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３．本計画の構成                                    

（１）計画の位置づけ 

風景づくり計画は、「世田谷区基本構想」に即し策定された都市整備領域の分野別整備計画の一つ

として位置付けるとともに、「世田谷区基本計画」や風景づくりに関連する他の分野別計画と整合する

ものです。 

また、本計画は景観法第８条及び世田谷区風景づくり条例に基づく景観計画として定め、東京都景

観計画にも即した世田谷区らしい風景づくりを総合的に推進していくための計画です。 

 

■風景づくり計画の位置づけ 
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（２）計画の全体構成 

本計画は「Ⅰ．風景づくりの基本的な考え方」「Ⅱ．風景づくりの取組み」「Ⅲ．風景づくりの推進体制」

の３つの内容によって構成されています（P● 「風景づくり計画の構成図」参照）。 

「Ⅰ．風景づくりの基本的な考え方」では、本計画の位置付けや全体構成等の計画の主旨や、世田谷

の風景の特性を整理し、世田谷区の風景づくりの理念や方向性を示します。 

「Ⅱ．風景づくりの取組み」では、「Ⅰ．風景づくりの基本的な考え方」に基づき実施する風景づくりの

具体的な取組みを示します。区民主体の風景づくりを支援する制度や風景づくりの普及・啓発など、主

に区民が中心となって進める取組み、また、建設行為等や屋外広告物における風景づくりの誘導を図

るための方針・基準、公共施設における風景づくりの考え方、景観重要公共施設、景観重要建造物や

樹木に関する事項など、主に区や事業者が中心となって進める取組みなど、多様な主体が進める風景

づくりを支える区の取組みを示します。 

「Ⅲ．風景づくりの推進体制」では、風景づくりの理念や方向性の実現に向けて計画に定められた取

組みが適切に実施されるよう、計画の推進体制等を示します。 
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（３）計画の期間 

本計画は、都市整備領域の分野別整備計画として「世田谷区都市整備方針」に即すことから、当該

方針の「第二部 地域整備方針」の計画期間に即し、概ね１０年を計画の期間とし、上位計画の変更や

風景づくり重点区域の指定などにより必要が生じた場合は、適宜見直しを行います。 

 

 

（４）対象区域 

風景づくり計画の対象区域は、世田谷区全域とします。これは法第８条第２項第１号の「景観計画区

域」に該当するものです。 

 

 

（５）計画とSDGsとの関係 

SDGs（持続可能な開発目標）とは、平成27年（2015年）の国連サミットで採択された「持続可能な

開発目標のための2030アジェンダ」にて記載された、令和1２年（2030年）までに世界中で取り組む

国際目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール（目標）から構成されています。 

区では、「世田谷区基本計画」において、ＳＤＧｓと各分野別政策との関連を明らかにし、関連性を意

識しながら分野横断的な施策展開を図り、持続可能な社会の実現を目指しています。 

本計画においても、「世田谷区基本計画」で示した分野別政策「18 魅力ある街づくり」と関連する 

ＳＤＧｓのゴールを意識しながら、風景づくりの取組みを進めていきます。 

 

 

 

 

「世田谷区基本計画」の「政策１８ 魅力ある街づくり」と関連する SDGｓのゴール 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

住み続けられるまちづくりを 
【持続可能な都市】 
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続
可能な都市及び人間居住を実現する。 

気候変動に具体的な対策を 
【気候変動】 
気候変動及びその影響を軽減するための緊急
対策を講じる。 

産業と技術革新の基盤をつくろう 
【インフラ、産業化、イノベーション】 
強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ
持続可能な産業化の促進及びイノベーションの
推進を図る。 
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４．風景づくりのあゆみ                                

世田谷区では、昭和５０年（１９７５年）の区長公選制復活から、区の特性を活かした区民参加の街づ

くりを積極的に進めています。昭和５５年（１９８０年）に有識者による都市美委員会を発足、街づくり事

業の都市デザインの導入、公共施設のデザインの向上を目指し、調査検討が行われました。この過程の

中で、「魅力ある風景づくり」を進めるには、風景は地形・自然、歴史・文化、生活により形成されるもの

であり、区民や事業者など風景の形成にかかわる主体と区の創意工夫、日々の活動により形成され維

持されるものであること（ただ表層の整備を行えばよいのではないこと。また、規制・誘導のみに頼るも

のではないということ。）を確認します。そこで他の自治体に先駆け、区民参加で公共施設整備を進める

とともに、せたがや百景の選定など、区民が自分たちの街や風景を考え、愛着を持ってもらえるよう、普

及啓発の取組みを積極的に進めてきました。 

 

■風景づくりのあゆみ 
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このような取組みを重ね、区では平成１１年（１９９９年）に「風景づくり条例」を施行しました。風景づく

り条例には、区民、事業者、区のそれぞれの風景づくりの役割を示すとともに、建設行為等の指導誘導

のほか、区民の主体的な風景づくりを推進する仕組みとして「地域風景資産の選定＊」や「界わい宣言の

登録＊」を位置づけ、区民、事業者、区が協働で風景づくりを推進する意義や仕組みを定めています。 

その後、景観に対する社会的な関心の高まりを受けて、平成１６年（２００４年）に景観法が制定され、

地方自治体が法に基づき地域独自の良好な景観形成を進められるようになりました。 

区では平成１９年（２００７年）に景観法に基づく景観行政団体となり、「風景づくり計画」を策定し、地

域の個性や魅力を高める風景づくりを推進するための事業・施策に取り組んでいます。 

 

*第４章、関連資料「３．地域風景資産、界わい宣言一覧」参照 
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【コラム】 これまでの取組み（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②区民主体による風景づくりの取組み 

せたがや百景と地域風景資産 

「せたがや百景」は、昭和５９年（１９８４年）に、「発見 わがまちのいい風景」をキャッチフレーズに区

民から「好ましい風景」を募り、推薦された２，７００の風景から選定委員会による議論、延べ９２，０００

票に及ぶ区民投票により上位 100か所の風景を選定した取組みです。 

選定後には、冊子や百景カルタ、切り絵ハガキ等の作成、選定されていることを示す石柱サイン等

の設置、百景ラリーや百景コンテストの開催等、多くの区民に参加頂き、親しまれてきました。さらに、

百景を活かした、また百景を支えるまちづくりを目指し検討が進められましたが、時代の流れと共に

変化や消失していくものが出てきました。 

そこで、新たな風景づくりの取り組みとして、ただ特徴的な風景、素敵な風景を選定するだけでな

く、区民が主体となり大切にしたい身近な風景を守り、育て、つくる風景づくりの手がかりとなることを

目的とした「地域風景資産」制度が平成１１年（１９９９年）に世田谷区風景づくり条例に規定されまし

た。 

「地域風景資産」の選定は、風景づくり活動を生み出

すための仕組みであり、地域で大切にしたい風景のため

に活動する人の輪を広げ、風景を育んでいくことを目指

しています。そのため、資産を選定する過程においても、

あらゆる場面で多くの区民が関わってきたことが特徴で

す。平成１４年（２００２年）の第１回選定からこれまでに計

３回の選定により８６か所の地域風景資産が選定され、

区民主体の風景づくりが続いています。 

①区民参加による公共施設整備の取組み 

煙突コンペ（世田谷清掃工場煙突色彩デザイン公募） 

 世田谷区では、昭和６３年（１９８８年）、世田谷清掃工場の煙突の建て替えに伴い、煙突の色彩デザ

インを一般公募しました。１０４０点の応募作品が８５７人から寄せられ、審査委員会による審査によ

り、砧公園や世田谷美術館などの周囲の環境と調和した色彩の煙突が誕生しました。作品展と表彰

式は世田谷美術館で開催されました。現在も、空と雲を表現したデザインのこの煙突は、環八通り沿

道のランドマークとして親しまれています。 

 応募用紙を筒状に巻くと煙突の形になるといった工夫は、その後の「外環道東名ジャンクション（仮

称）換気塔色彩デザインコンクール」においても引き継がれました。 
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③広域的かつ長期的な開発における区民、事業者、区の協働による取組み 

「デザインガイド（指針）」を活用した連続した空間の風景づくり 

 小田急線（代々木上原駅～梅ヶ丘駅間）の上部空間に区が整備する通路、緑地・小広場等の公共

施設について、地域の個性を活かしながら、秩序のある連続した空間づくりに役立てるためのデザイ

ンの指針として平成２７年（２０１５年）に策定しました。 

 「上部利用デザインワークショップ」により区民参加でつくった３つの「デザインコンセプト」に基づき、

区施設の整備におけるデザインの方針や具体的方策をまとめています。ガイドで示す「デザインコー

ド」については、区が整備する通路、緑地・小広場等の施設の設計・施工に反映させると共に、周辺施

設の整備においても「デザインコンセプト」の理念を共有し、新たな街の魅力が周辺の街に拡がってい

くことを目指しています。 

デザインコンセプト 

①四季を感じ、みんなにやさしい空間が、多様な人々をつなぐ 

②街の記憶や風景を映し、３駅につづく新たな路が、私たちの地域をつなぐ 

③みんなで創り育て、ゆるやかに変わる場所が、時を超え心をつなぐ 
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④地域の魅力や特徴を活かした風景づくりの取組み 

風景づくり重点区域「界わい形成地区」の指定 

  区では、平成２９年度（２０１７年度）より、奥沢１～３丁目において、これまで地域の皆様が育んでこ

られた奥沢の魅力的な風景を守り育てて次世代へ引き継ぐことを目的とした「奥沢の風景を育むプ

ロジェクト」に地域の皆様と共に取り組んできました。 

  平成２９年度（２０１７年度）にまちあるきや意見交換会、セミナーを開催し、「これからの奥沢の風

景」について考え、平成３０年度（２０１８年度）からは、地域の特徴を活かした風景づくりを進めるた

めに方針やルールを設けることができる制度である「界わい形成地区」指定の検討と、イベントの開

催や普及啓発等の「風景づくりの実践」の両輪による取組みを地域の皆様と共に開始しました。奥沢

の風景を守り育てる手立てを考える「ワークショップ」や奥沢の風景の魅力を共有するためのイベン

ト「風景祭」の開催、界わいニュースの発行等により地域の皆様と共に思いを共有し内容の検討を

進めてきました。令和２年度（２０２０年度）には奥沢駅と奥沢子安公園方面を結ぶ斜めの道の愛称

を募集し、令和３年度（２０２１年度）に奥沢小学校の子どもたちからも提案があった「道祖神通り」に

決定しました。 

  そして、令和４年（２０２２年）６月３０日、区内で初めての指定となる界わい形成地区、「奥沢１～３

丁目等界わい形成地区～みどりと人がつなぐおくさわの風景づくり～」を指定し、同年１０月１日より

運用を開始しました。 

令和６年（２０２４年）３月には、奥沢小学校でサクラの植樹式を行うなど、地域の子どもたちも風景

づくりに参加し、郷土愛を育む取組みを進めています。 
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（１）地形 

（２）みどり・みず 

（３）地域の歴史・文化 

（４）住宅地 

（５）農 

（６）にぎわい 

（７）みち 

（８）鉄道 

 

 

世田谷には、武蔵野台地の上に広がる住宅地、豊かに流れる多摩川、

多摩川に沿った斜面地の国分寺崖線のみどり、そして世田谷の原風景

とも言える農の風景や歴史を感じさせる風景、にぎわいのある風景な

ど多様な風景があります。 

第２章では、世田谷区が歩んできた時代の流れを踏まえながら、世田

谷の風景の成り立ちについて把握するとともに、世田谷の風景を特徴

づけている要素を風景特性として整理し、それぞれの内容について示

します。 

 

 

 

世田谷の風景特性  

 

第２章  

 

写真は全体的に確認し

新しいものに更新する 
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１．世田谷の風景の成り立ち                            

 

起伏豊かな世田谷の地形 

世田谷区の地形は、南西部の多摩川に沿って成城・

大蔵・瀬田・野毛に至る国分寺崖線を境に、北東側は

台地、南西側は低地に分けられます。武蔵野台地の一

部である台地部には、幾筋かの河川によって浸食され

た、丘や谷の起伏が存在します。この地形が世田谷の

風景の基盤となっています。 

また区内には、河川沿いを中心に先土器時代の集

落跡から中世近世の城館や民家跡などが確認されて

おり、古くから地形状況を踏まえた人々の営みがあっ

たことがわかります。 

 

 

近郊農村から始まる世田谷の街並み（江戸時代～明治末期） 

江戸時代の頃になると、江戸市中に向けて野菜を供

給する近郊農村として発展してきました。現在でも各

所に残されている屋敷林や農地は、世田谷の原風景と

言えるものです。 

江戸時代から風光明媚な景勝地としても知られて

いた国分寺崖線では、明治の終わり頃から、実業家・

政治家などの別邸が建てられました。現在でもその名

残をとどめています。 

 

 

鉄道の開通と世田谷の街並みの形成（明治末期～昭和初期） 

明治の終わりから昭和初期にかけて、鉄道の建設

が進みます。明治40年（1907年）に渋谷～二子玉川

間で玉川電車（現田園都市線）が開通し、大正４年

（1915年）には京王電車（現京王線）の新宿～調布間

が開通しました。大正末期から昭和初期にかけて、下

高井戸線（現世田谷線）、小田急線、目蒲線（現目黒

線）、東横線、大井町線が相次いで開通し、昭和８年

（1933年）の井の頭線の開通で、ほぼ今日の区内の

鉄道網ができあがりました。 

 

国分寺崖線の風景 

静嘉堂文庫 

三軒茶屋交差点の玉川電車 

（明治 40年） 
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鉄道の開通と呼応するように、住宅地の開発も進め

られました。大正１～２年（1912～1913年）に開発され

た新町住宅は、当時の駒沢村深沢と玉川村下野毛に

かかる山林・原野を切り開いた民間の分譲住宅地です。

また、目蒲線（現目黒線）の開通を機に多くの海軍士

官たちが住居を構えた奥沢の「海軍村」をはじめ、当時

の雰囲気を今に伝える住宅地の風景が残されていま

す。 

大正12年（1923年）９月１日の関東大震災は、東

京・横浜を中心に大きな被害をもたらしました。世田谷

区には震災により罹災した避難民が身を寄せ、そのま

ま定住した人もおり、人口は急増しました。下町各所か

ら寺院が移転した烏山寺町、牛込（現、新宿区）から移

転してきた学校とその分譲住宅地で形成された成城

町、下谷（現、台東区）から移転してきた商店からなる

太子堂の下の谷商店街などの特徴ある街は、関東大

震災を機に形づくられたものです。 

大正13年（1924年）の組合設立準備から昭和29

年（1954年）の事業完了まで、30年をかけて行われ

た玉川全円耕地整理事業は、現在の世田谷区の面積

の約４分の１を占める玉川地域（旧玉川村全域）を対象

としたものです。昭和初期は、基盤整備の全盛期で都

市計画法による土地区画整理事業も数多く着手され

ました。 

 

 

 

 

 

第二次世界大戦後の急激な都市化 

第二次世界大戦後、東京への人口集中と急激な市

街化が進みました。軍用地の跡地には、昭和女子大学

や東京農業大学をはじめ、中学校や高校、病院などの

施設が数多く建設されました。また、昭和39年（1964

年）に開催された東京オリンピックにあわせて、競技会

場となった駒沢公園や馬事公苑やアクセス道路の整

備など、多くのオリンピック関連事業による整備が行わ

れました。 

 

駒沢オリンピック公園（開催当時） 

深沢の街並み 

昭和初期の近代住宅（成城） 

烏山寺町 

写真の確認・更新 
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また、昭和30年代から40年代にかけて、都営住宅

第2団地（下馬アパート）や大蔵団地をはじめ、幾つも

の大規模な集合住宅団地が建設されました。 

 

 

 

 

 

都市デザインによる風景づくり 

昭和50年(1975年)の区長公選制の復活をきっか

けに、世田谷区の特性を活かした街づくりがスタートし

ました。昭和57年(1982年)に庁内に都市デザイン室

が設置され、用賀プロムナードの整備やトイレコンペの

実施など区民参加で魅力的な都市空間を生み出すと

ともに、せたがや百景をはじめとした普及・啓発事業が

行われました。 

平成11年(1999年)に風景づくり条例を制定し、平

成１９年(2007年)には都内区市町村初の景観行政団

体となり、平成２０年(2008年)に「風景づくり計画」を

施行しました。地域風景資産の選定など、区民・事業

者・区との協働による風景づくりに取り組んでいます。 

 

「住宅都市」世田谷 

令和３年（202１年）度の土地利用現況調査によると、

区内宅地の75％（区全体面積の50.4％）で住居系の

土地利用がなされています。また、用途地域の指定で

は住居系が９割（第一種低層住居専用地域が５割）の

面積を占めています。住居系用途地域の占める面積

割合は23区の中で最も高く、世田谷区が住宅都市と

言われる理由のひとつです。 

また、区内の約４分の１をみどりとみずが占めていま

す。区では、みどりの量の確保、質の向上、区民との協

働の推進により、みどり率３３％を目指しています（「世

田谷みどり３３」）。このような特徴を踏まえながら、「世

田谷区建築物の建築に係る住環境の整備に関する条

例」や「みどりの基本条例」等の制度を運用し、みどり

豊かな住宅地の街づくりに取り組んでいます。 

 

けやき広場 

大蔵団地 

戸建て住宅地の風景 

集合住宅の風景 

写真の確認・更新 
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大規模な敷地等における土地利用の転換 

社宅や寮などの大規模な施設の売却、屋敷林の伐採、

団地の建替え、駅周辺の再開発事業等、大規模敷地の

土地利用の転換により、以前の風景を継承しながらも、

新しく道路、公園、駅前整備広場が整備されるなど風景

が大きく変化しています。 

三軒茶屋駅周辺においては、平成８年（1996年）、

市街地再開発事業により世田谷区のシンボルともなる

キャロットタワーが整備され、商業・業務機能の再整備、

劇場の整備など文化と生活情報の拠点づくりが進めら

れました。 

また、平成16年（２０04年）から着手された小田急線

（代々木上原駅～梅ヶ丘駅間）の連続立体交差事業及

び複々線化事業による東北沢、下北沢、世田谷代田の

３駅の地下化によって生じた線路跡地の一部が、通路

や広場などの公共施設として活用されています。 

二子玉川駅東側では、昭和60年（1985年）に閉園し

た二子玉川園（遊園地）跡地での再開発が平成27年

（2015年）に完了し、住宅、商業施設、事務所などが一

体となった新しい街に生まれ変わりました。 
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２．世田谷の風景特性                                                                          

 

（１）地形                                                        

武蔵野台地を幾筋かの河川が浸食し形づくられた起伏の豊かな地形は、世田谷の風景の基盤とな

るものです。それらは国分寺崖線に代表される斜面地や坂道、高台からの眺望、国分寺崖線の稜線へ

の眺めに風景の特性としてあらわれ、また河川と台地からなる起伏の中で形成される住宅地、商店街、

公園・緑地にも読みとることができます。 

 

風景をかたちづくる基盤となる地形 

世田谷区の地形は、大きく武蔵野台地と多摩川の低地とに

区分されます。台地から多摩川に向かって幾筋かの小河川が

台地を深く刻み込みながら流れ込むことにより、国分寺崖線

や 23区で唯一の渓谷である等々力渓谷など、起伏に富んだ

豊かな風景をつくりだしています。 

河川、水路に沿って多くの埋蔵文化財が発見されているこ

とは、当時の土地利用や生活の履歴を知る手がかりであり、

また、台地の上で多く区画整理が行われてきたことや、斜面

地に残る武蔵野の雑木林の自然風景など、世田谷特有の地

形はこれまでの市街地の形成に大きな影響を及ぼしています。

このように世田谷固有の地形は、世田谷の風景を形づくる基

盤となっている重要な風景特性です。 

 

起伏によりつくられる特徴的な見晴らし 

地形の起伏によってつくりだされる高低差は、特徴的な

眺めをつくりだしています。 

国分寺崖線上から富士山への眺望、仙川の崖線上から市

街地への見晴らし、市街地からの崖線や台地に残された樹林

地への見通しや見渡し、台地から沢に下る坂道がつくる見晴

らしは、台地を幾筋もの河川が刻み込んだ世田谷の地形の

特徴を感じさせます。 

特に国分寺崖線の崖上から多摩川や富士山などへの見晴

らしは、段丘状の地形ならではのものであり、崖線の風景を

特徴づける重要な要素です。歴史的にも江戸時代中期以降、

瀬田の行善寺からの眺望は「玉川八景」として親しまれてきま

した。現在は、崖下平坦部の市街化も進み、当時の農村や自

然の風景とは変わってきましたが、世田谷の中では希少な見

晴らしのある風景を得ることができます。 

きたみふれあい広場から見る国分寺崖線 

上野毛の富士見橋からの眺め 

写真の更新 

写真の確認 




